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「 生 き

先日、ある精神繭弱者０８才以上）の施設（聖ヨ

ゼフ苑）授産所の階段の踊り場の壁一而に苑生達

の 書 い た 習 字 が 張 り 出 して あ り ま し た 。 そ れ は 子

供 か よ く 歌 う 「 手 の ひ ら を 太 陽 に 」 と 言 う 歌 、

「 ぼ く ら は み ん な 生 き て い る 、 生 き て い る か ら 歌

うんだ、ぼくらはみんな生きている、生きている

か ら 悲 し い ん だ 、 手 の ひ ら を 太 陽 に 、 す か して み

れば、まっかに流れるぼくの血しお、みみずだっ

て、 お け ら だ って、 あ め ん ぼ だ って、 み ん な み ん

な、生きているんだ、ともだちなんだ。」この歌

を 一 人 か 二 字 づ つ 半 紙 に 書 いて、 そ れ ぞ れ 名 前 を

書 き 、 施 設 の 全 貝 で 全 曲 を 書 き あ げ、 壁 一 而 に 張

り出してありました。

上手な字もあり、下手な字もあり、見ていると

飽きませんが、「みんな、みんな、生きているん

だ」と言う歌詞の通り、ここの苑生全員が、声を

あ げ て、 そ こ か ら 飛 び 出 して 来 そ う な 、 深 い 印 象

を受けました。

声 を か け て も 返 事 が 返 って こ な い 苑 生 、 意 味 の

ない言葉を繰り返しなからうろうろ歩き廻ってい

る者、ただ一心に機械の前に座り、豆を袋に受け

て、 封 を して い る 者 、 衛 生 帽 を か ぷ って、 製 パ ン

室 で 粉 を こ ねて、 ま る めて い る 者 、 一 人 ひ と り は

それぞれ問題を持ち、家庭から通って来て、一口

共に働き、共に食べ、ふれ合っているのです。

この苑生を一つにまとめ、共に生きていると言

う現実を表現しているこの習字の展示を考えた指

導 の 先 生 の 発 想 に 感 心 す る と 共 に 、 感 動 して、 壁

の 前 に し ば ら く 立 ち 止 ま って い ま し た 。 吾 々 人 間

が生きていることの中で一番大切なことは何でしょ

うか。多くの能力を持っていることでしょうか。

ひとより俊れていることでしょうか。沢山の物、

財産を持っていることでしょうか。

２

-一る

相 馬 信 夫

ここの苑生の毎日の生活を見、特にそのゆっく

りとした仕事ぷり、素直で一生懸命な働き方、い
さかいや喧嘩やに】論のない静かな仕事部屋を見る

と、共に生きると言うことの大切さをつくづく感

じます。

競争のはげしい今の社会の中ではこの共に生き、や

る大切さか忘れられているのではないかとふと思

いました。苑生から学ぶことは沢山あります。

ひとより早く、ひとより能率よく、ひとより沢

山、ひとより優秀、結局人に勝つことを目指した
生活は、それ自体として悪いことではなく、良い

而もあるでしょうが、共に生きることの大切さを

忘れることは、人生の一番大切なものを置き忘れ
ているのではないかと思います。

このことか最もよく現れるのは家庭ではないか

と思います。家庭では子供も大人も、夫婦も、能

力に応じて相手を大切にし、助け合い、相手の喜

びを自分の喜びとして共に生きるのです。

共に生きる上で大切なことは、第一に相手を理

解し、相手の身になってよく話を聞き、相手の喜、〃

びも悲しみも自分のことと感じることです。第二

は喜びも苦しみも分かち合うことです。分かち合
へば喜びは倍となり苦しみは半分になります。第

三は何かよいことのために協力することでしょう。

協力が出来る時、そこに共に生きる新しい力が生
まれます。

人が生きていることの重みは、そこにふくまれ

ている愛によって計られると言われます。愛とは、

単に「すき」だと言うような感情ではなく、相手を

大切にして共に生きることだと言えると思います。
いのちの１Ｕ話はこの「共に生きる」ための第一

歩の仕事ではないかと思います。

（名古屋いのちの電話理事長）



朝日新聞が母子間のインセスト（近親相姦）の

事例を連載したのは昭和５４年８月のことであった。

各地の電話相談などで、テレホンセックスとは区
別されるべきこの種の相談が増加しているとの報

告があったのも同じ頃のことであった。

当時、こうした母子間のインセストの問題は、

幼児期からの強大な母親の影響力の下で、正当な
エディパルな関係の克服さえもが困難になるほど

に、母親に呑み込まれてしまっている子どもの状

況からとらえられ、論じられていたよ

うに思う。つまり、これらの問題は、

ｒ大学にまで、「天気予報が午後から雨
になるといっているので、家の息子が

傘を持っていったかどうか、確かめて
ほしい。」「どこそこでネズミ採り（ス
ピード違反の取締り）をやっているの

で、気をつけて帰るように伝えてほし
い。」といった電話を掛けてくる母親

や、宴会の途中に、「ママ、もう一本

お酒飲んでもいい？」と自宅に電話す
る新入社青年の問題の延長線上でとら

えられようとしていたように思う。ア
メリカなどにみられたインセストの多

くが父子間のそれであったのに対して、
当時のわが国では、母子間のインセス
トがほとんどであるといわれた点も示

Ｃ 唆 的 で あ っ た 。
ところが、最近、気になることがあ

る。臨床の仲間と話していると、アル

中 の ケ ース の 中 に は 、 時 と して、 父 親

による娘へのセクシャル・アビュース
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たし、「邪魔だから、乳房を切り取って欲しい」

と訴えて整形外科を受診した後、精神科に廻され

てきた高校生のＢさんも、「自分が子どもの頃に

親から受けた仕打ちは忘れられない。それなのに

気がつくとわが子に酷い仕打ちをしている」とい
うＣさんも、一様にそうした父子間の問題の被害

者であった。
インセストの問題は、それがタブーであるがた

めに、臨床場面でも触れられにくい性質をもって
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（性的虐待）が問題になるという。いや、なにも
アル中のケースに限らない、注意深く聴くと青年

期のケースの中にはそうした性的虐待の被害者で
ある（あった）ことを匂わせるケースがあるという。

幸か不幸か、私はアル中のケースを持ったこと
はない。しかし、そうした指摘を受けると、思い

当たる節がある。「怖くてバスに乗れない」と不
安神経症様の訴えをして精神科を訪れたＡさんも、

思春期のその時から時間を止めてしまった人であっ

- ３ -

いる。このため具体的データはきわめ

て少ない。したがって、最近になって

わが国における父子間のインセストな
いし父親による娘へのセクシャル・ア
ビュースが増加してきているのかどう

かは分からない。ただハッキリしてい

ることは、そうしたケースが確実に存

在し、子どもの側は被害者として、傷
つき、苦しみ、後の適応や性格形成に

重大なハンディを負わされているとい

うことである。
この５月、『児童の権利に関する条

約』が批准され、公布された。条約は、
締約国の義務として、次のようにいう。
『締約国は、児童の生存及び発達を可

能な最大限の範囲において確保する。』

（第六条２）
『締約国は、児童が父母、法定保護

者又は児童を監護する他の者の監護を

受けている間において、あらゆる形態
の身体的若しくは精神的な暴力、傷害

若しくは虐待、放置若しくは怠慢な扱
い、不当な取扱い又は搾取（性的虐待を含む。）

からその児童を保護するためすべての適当な立法
上、行政上、社会上及び教育上の措置をとる。』

（第十九条１）
しかしながら、現在、わが国には、親によるセ

クシャル・アビュースを禁じ、取り締まる法律は
ないという。すべてはこれからなのである。

（愛知教育大学教授・訓練委員）
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● 盗 聴 と は

盗聴というと何か犯罪の臭いがしたり、探偵や
スパイのすることのように思っている方があるか

も知れません。たしかに、時々新聞をにぎわす産

業スパイや興信所の調査にももちろん盗聴はつき

ものです。

盗聴の世界はもともと表・７）世界ではなく、裏の

世界なので、昔から盗聴をしていた少数の連中は
いたにちがいありませんが、表立って問題になる

ことはなかったようです。実際、無線マニアの間

では他人の交信を聞くのが楽しいという人もいる

のです。

これまで、無線マニアの人々の間では長い間、

警察と消防無線が盗聴の対象でした。警察無線で

はパトカーと本部の連絡などが聞こえますし、消

防無線は救急車と本部の連絡が主な内容です。と
ころが、グリコ森永事件や過激派の事件などで警

察無線を盗聴している犯罪者が現れたので、警察

無線は盗聴できないようにデジタル化されてしま
いました。そこで現れたのが自動車電話や挑帯電

話、家庭のコードレス電話の盗聴です。

■盗聴マニア達の正体

盗聴マニアといってもごく普通の人達です。か

れらはどちらかというとおとなしいのですが、好

若ｉ心は旺盛です。
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-

他人の電話の内容を聞いて何が楽しいか？と
いうことなのですが、たとえば、アイドルの女のり

子が自動車電話で話している内容を事細かにレポー

トして楽しんでいるマニアもいますし、若い女の

子がたくさん住んでいそうなアパートの近くでコー

ドレスホンの内容を盗聴して楽しんでいるマニア

もいるのです。そうやって、盗聴を楽しんでいる

人々は特に犯罪を犯すわけでもなく、盗聴を一つ
の趣味としているのです。

▲盗聴を防ぐ法

盗聴を防く’にはまず、盗聴されやすい機械を使

わないことが大切です。

今最も盗聴されやすい電話機がコードレスホン

です。これは、チャンネルが８０ぐらいしかなく

動かないので、すぐに盗聴されてしまいます。っ

ぎに、盗聴される恐れのあるコードレスホンや自

動車電話や携帯電話では秘密の話はしないように

することです。刑事達の間でも、重要な内容の話
は無線を使わないのが常識になっています。

有線電話でも盗聴機がしかけられていることが

あります。そういう心配を持たれた方は、盗聴機

発見専門の業者がいます。どうしても秘密の話は

直接会ってするのが一番なのです。

あんまり盗聴の話ばかりしていると電話相談も

おちおちやっていられなくなりそうですのでこの

り
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電話担当のある日

［もしもし、もしもし。］受話器を強く耳にあて

て小さい声を、‥・生懸命に聴く。

お目にかかることは無いけれど、声の訓子でどんな

思いで今電謡をかけているのか察知する。

いつも繰り返す［．ｊｌ・］じ話。そしてｌ寺川帯は決まって仕

事を終えて家路に杵く頃。

何皮あなたの話を聴いただろう。

ｌｙｉ信が無さそうな声、寂しい感じが受話器から伝わっ

てくる。

今日の話を聴いて、ようやく木当のあなたにお会い

した気がする。

電謡をかけてくる柑手の気持ちを受け人れることが

私たちのすることなのだ。

これからの季節、秋はとくに人恋しくなる時斯。

空を見上げて下さい。
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おうい雲よ

ゆうゆうと

馬鹿にのんきさうぢゃないか

どこまでゆくんだ

ずっと磐城平の方までゆくんか

あなたも、１．１」に向かって大きな声で、呼んでみて

ください。お腹に力を入れて。
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ご援助ありがとうございます
１９９４年５月１日より９月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に
ご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長 相 馬 信 夫
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○演

上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
○印の方は１９９４年度賛助会員募集運動に協力し入会してくださった方々です。
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先般、高齢者の在宅介護者のための講演会を聞きにいきました。参加者は高齢者を抱え
た方や、介護にかかわるボランティアの方でしかも中年以上の女性が大部分、男性はチラ
ホラでした。講師は頭髪も白さが目立つ高齢の方で、講壇の上や客席を歩き廻り、時には
懐かしいうたを歌い、会衆に歌わせ、また、笑わせたりシンミリさせたりの２時間で午後
の眠気の誘いが入り込む隙もありませんでした。さて、お話の内容は、

「現代は高齢化社会となり、高齢者が亡くなるところは病院が大分部で家庭で臨終を迎える方は非
常に少なくなっている。また、子供が生まれる時も同じように病院が殆どであるのも現代である。然
し、出来ることなら子供が生まれるのも、高齢者が亡くなるのも家庭でありたい。なぜならば、子供
が生まれてくる時、母親は産みの苦しみに耐え、赤ん坊も産道を一生懸命に出てくる。また、高齢者
は病苦と戦って亡くなる。家族の者皆がその時の緊迫感を感得する必要があるのではないだろうか。
現代は、正に、生き死にの最も厳粛にして重大な瞬間から隔てられているところに、生死を本当に受
けとめる機会がないのではないだろうか。高齢者は畳の上で大往生させてあげてください。」というこ
と で し た 。 み な さ ま は い か が お 思 い で し ょ う か ？ （ Ｋ ． Ｋ ）
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日本基督教団愛知西地区教会婦人会連合
日本基督教団南山教会婦人会

（株）サングツ日本電装（株）○愛光石油（株）○小鹿印刷（株）○西枇工業（株）
○昭和化学工芸（株）○水野精麦倉庫（株）○医療法人共生会名古屋共栄証券（株）
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１ ０周年を迎える一名古屋いのちの電話

ｌ ｌ ｜ ●
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名古屋いのちの電話は明年７月１日をもって開局１０周年の日を迎えようとしています。この機会に
我々の活動の充実発展を願うとともに、二つの大きな課題の解決に向って努力が重ねられています。
第１は、開局以来の懸案でありました２４時間相談受信体制の実現であります。現在の１２時間体制
から２４時間体制を実現する為には、受信設備及びその環境の整備、相談員の質的量的な増強、相談員
の生活時間の調整等いくつも課題があり、かなりのエネルギーが必要とされますが、社会に対する役
割が更に深みを増し加えることは申すまでもありません。
第２の課題は、活動の拠点施設の問題であります。開局当初よりみこころ布教会の並々ならぬご好

意により、みこころセンターを・１１心にこの活勁を進めてきましたが、同センターとの使用貸借契約は
１９９４年１１月１日で満了となります。現在までのみこころ布教会のご支援に感謝しつつ、当地方に於け
るいのちの電話の今後の役割と責任をも考慮して協議を重ねた結果、１９９４年１１月１日以降も新しいか
たちで使用貸借契約を結ぶこととなりました。
ただし、みこころセンター内の現施設では終夜の相談業務は実施出来ませんので、２４時間体制実現

の為には、大きな課題を残すことになりました。夜間相談業務のための場所を別に設けて「眠らぬダ
イアル」の実現をはかるか、或は全く別に２４時間相談業務の可能な拠点を求めるか、のいずれかとな
ります。１０周年の機会にこれらの課題が解決できれば、極めて意義深いことと考えられます。
開局１０周年記念事業としては、「記念コンサート」「記念出版」「全国研修会の開催」等が企画され
てそれぞれ具体的な準備の段階にはいっています。次々に案内されますので、ご期待ください。



第１５回いのちの電話全国研修会（香川大会）

テーマふれあい・かたりあい・あゆみあい
ーよき隣り人への道-

とき１９９４年１１月１０日（木）～１２日（土）

と こ ろ 香 川 県 ホ テ ル マ ツノ イパ レ ス

内容Ｉ基調講演「よき隣り人への道」
講 師 中 園 康 夫 氏
（香川いのちの電話研修委員長）

名古屋いのちの電話日誌
５月１５日フリーマーケットｉｎ東別院雨天のため中止

１０月３０日（日）に変更

‾１

１
１

Ｉ１分科会
Ａかけ手を理解することに関しての分科会
家族問題・精神障害・性・常習通話者
危機介入などに関するグループ
Ｂ相談員の自己理解に関しての分科会
エンカウンター・サイコドラマ・ロールプレ
イング・ボランティア活動などのグループ
Ｃ運営の諸問題に関してのグループ
法人化、２４時間体制、相談員の倫理、研修会
後援会の運営、賛助会員、寄付金の減少対策

Ⅲ 全 体 会

１９９４年１１月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編集人広報委員会

１９９４．晩秋

- ８

事務局登（）５２-！）７１-５１８１
相談電話容（巧２-９７１-４３４３

郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９

一
一
一
一
-
一

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知いのちの電話協会

事務局咩９７１-５１８１

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号

郵 便 振 替 口 座 番 号 が 変 り ま し た
１９９４年５月より、郵便振替口座番号の新口座番号は-００８１０-８-５３７５８と変更になりました。
しかし１ヶ年間（１９９５年一平成７年４月まで）は経過措置として旧口座番号一名古屋-１-５３７５８も使

用できます。順次新郵便振替払込通知票に口座番号を変更して送らせていただきます。
郵便振替払込通知票をいつも機関紙と共に同封し送らせていただいております。請求がましくて誠に恐縮
に存じますが別便の場合郵送料も高くなりますので同封させていただいている次第です。

Ｌ．＿．ヨ．こニ２竺令
１８日訓練委員会

訓練委員会
愛知電話相談ネットワークの会
理事会・評議員会
総務・１０周年合同委員会
日本いのちの電話連盟年次総会
東京多摩いのちの電話１０周年記念式
岡山いのちの電話１０周年記念式
第１９回日本自殺予防シンポジウム
２４準備委員会
財務委員会
訓練委員会
総務・１０周年合同委員会
フォーラム２４時間電話相談に向けて
世話人会、訓練委員会
愛知電話相談ネットワークの会
総務・１０周年合同委員会
２４準備委員会
愛知電話相談ネットワーク打合せ会
担当編成会議
２４準備委員会
三委員長会議
総務・１０周年合同委員会
世話人会
愛知電話相談ネットワークの会
２４準備委員会

１６日
２０日
２３日

６月３日
４日
１０日

２０日

２７日
７月２日
１０日
１５日
１７日
２２日

８月５日
８日
１９日
２２日

９月５日
１２日
１６日

-
-
-
静
静
-
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- ヽ ⌒ 賛 助 会 員 を 募 集 し て い ま す ー ヽ

ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付を

いただき有難うございます。心から御礼申し上げ
ます。
年間２，０００万円の運営資金と共に，法人の基金
を１０年間で１億円積立の課題を与えられております。
会員の皆様の倍旧のご支援と共に，会員増加の

運勣にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となり寄付金の税法上優遇措置が受けられ
ます。誠に失礼ですが振込票を同封させていただ
きます。ご利用くだされば幸いです。
（１）法人会費年間５万円・１０万円
（２）賛助会員（年間１口）

Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円

：ＩＪＳ誤寄付｛はご自由な金額゛で結構でず｝
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